
















 

緒言 

わが国の乳児死亡率は近年著しく低下し,昭和51年には,出生1000に対してl0

以下となり,世界各国のなかでも,1,2 位を争うところにまでに達した。 

これは,医学の進歩ばかりでなく,わが国の文化水準の向上に負うところが大き

いのであって,小児がそのような環境のなかで,健康が守られてきたことの証左

である。 


